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初期のヘテロ接合型の有機薄膜太陽電池(OPV)[1]では、ドナー材料として銅フタロシアニン

(CuPc)が使用された。 後に藤島らによって CuPc よりも深い HOMO を有し、高い開放電圧が期待

できる tetraphenyldibenzoperiflanethene(DBP)が提案され、DBP/C60 の系において 0.92V の開放電圧

および 3.6%の変換効率が報告されている[2]。本報告では、DBP を用いたヘテロ接合型 OPV を溶

液プロセスで作製することを試みた。 

 

【結果と考察】 

我々の作製した素子の構造は ITO/DBP/C60(30nm)/BCP(10nm)/Al(130nm)である。最初に、我々は

スピンコートによるバルクヘテロ型素子作製を目指した。しかしながら、バルクヘテロ型による

素子作製は DBP の溶解性が乏しいため、溶液の粘度が足りず、素子の作製ができなかった。次に、

我々は蒸着した DBP 層の上に PCBM 溶液をスピンコートし、相互浸透型素子[3]の作製を目指し

た。しかしながら、PCBM 溶液が下層の DBP を溶解してしまい、スピンコート時に DBP 層が飛

散してしまうため、素子作製をすることができなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に、我々は DBP 層をドロップキャスト法で成膜し、その上

にC60を蒸着することでデバイスの作製を行った。2mg/mlのDBP

溶液を基板に滴下し、70℃のホットプレート上で加熱し、成膜し

た。溶液の滴下量は 100,120,140,・・・,200μl の試料を作製した。

滴下量 200μl において Fig.2 のような DBP 膜を成膜することが

できた。Fig.3 は Fig.2 の丸で囲ったエリアの AFM 画像である。

Fig.3 から DBP の均質な膜が成膜できていることがわかる。二乗

平均面荒さ RMS は 0.365nm であり、平滑な膜が成膜できている

ことがわかる。しかしながら、電流電圧特性は非常に悪く、Jsc 

 

キャリアの取り出しがうまくいっていないことが原因であると考えられる。 
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Fig.1 The device structure 
 

Fig.3 The AFM topographic image of 

the film fabricated by drop casting 

Fig.2 The DBP film fabricated 

by drop casting 

5μm × 5μm 

Ra: 0.283nm 

RMS: 0.365nm 

Rp-v: 3.16nm 

 Fig.4 The photo current – voltage 
curves of the OPV 

は 0.199mA/cm2で変換効率は 0.029%であった。これは DBP の膜厚が 210nm と厚く、生成した 
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